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1. 平成27年12月期第2四半期の連結業績（平成26年12月21日～平成27年6月20日） 

シャディ関連連結３社（シャディ株式会社及び同社の完全子会社である株式会社エニシル、スリーハート・コーポレーション株式会社を「シャディ関連連結３社」とい
います）につきましては、前年に決算期を３月31日から12月31日へ変更しております。また、その他事業の株式会社オリエンタルダイヤモンド及び株式会社トレセ
ンテにつきましては、前年に決算期を９月30日から12月31日へ変更しております。シャディ関連連結３社、株式会社オリエンタルダイヤモンド及び株式会社トレセ
ンテの平成26年12月期第２四半期につきましては、平成25年10月１日から平成26年３月31日までの会計期間となっております。なお、該当期間は収益性の高い
お歳暮・年末商戦を含みます。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年12月期第2四半期 79,171 △18.3 △4,672 ― △4,234 ― △3,981 ―
26年12月期第2四半期 96,915 △5.5 △2,132 ― △2,143 ― △2,405 ―

（注）包括利益 27年12月期第2四半期 △4,826百万円 （―％） 26年12月期第2四半期 △2,974百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年12月期第2四半期 △62.33 ―
26年12月期第2四半期 △38.07 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年12月期第2四半期 90,410 15,502 17.1
26年12月期 106,788 20,329 19.0
（参考）自己資本 27年12月期第2四半期 15,502百万円 26年12月期 20,329百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
27年12月期 ― 0.00
27年12月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成27年12月期の連結業績予想（平成26年12月21日～平成27年12月20日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 
シャディ関連連結３社につきましては、前年に決算期を３月31日から12月31日へ変更しております。また、その他事業の株式会社オリエンタルダイヤモンド及び
株式会社トレセンテにつきましては、前年に決算期を９月30日から12月31日へ変更しております。これにともない、平成27年12月期の通期の連結業績予想は、
当該連結子会社の平成25年10月１日から平成26年12月31日までの15ヶ月間の損益を含めた平成26年12月期の連結業績と比較し記載しております。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 177,600 △14.8 △5,600 ― △5,000 ― △5,450 ― △85.33



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)詳細は、四半期決算短信（添付資料）５ページ「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」
をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信（添付資料）４ページ 「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 有
③ 会計上の見積りの変更 ： 有
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年12月期2Q 66,669,432 株 26年12月期 66,669,432 株
② 期末自己株式数 27年12月期2Q 2,798,599 株 26年12月期 2,798,485 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年12月期2Q 63,870,869 株 26年12月期2Q 63,186,681 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

①当第２四半期連結累計期間（平成26年12月21日～平成27年６月20日）の業績概況 

当第２四半期連結累計期間における経済環境は、雇用・所得環境の改善傾向が続くなか、原油価

格下落の影響や政府の景気対策などにより景気は緩やかな回復基調となりましたが、円安進行によ

る物価上昇や海外景気の下振れ影響などの懸念もあり、景気の先行きは依然として不透明な状況が

続いております。 

このような環境の中、当社グループは「事業構造改革の断行と早期の収益改善」を図るべく、不

採算事業・ノンコア事業の整理・縮小、主力となる株式会社ニッセンの収益回復、シャディ関連事

業・ファイナンス事業の改革、セブン＆アイ グループとのシナジー具現化に注力してまいりまし

た。 

当社グループは、付加価値の高い商品・サービスの強化を図るとともに、セブン＆アイ グルー

プのオムニチャネル戦略への参画及びグループ各社との協業により、新たな企業価値を創造するこ

とで成長と発展を図ってまいります。 

当第２四半期連結累計期間における当社グループの連結業績は、コマース事業の主力となる株式

会社ニッセンにおける減収減益の影響や、シャディ関連連結３社（シャディ株式会社及び同社の完

全子会社である株式会社エニシル、スリーハート・コーポレーション株式会社を「シャディ関連連

結３社」といいます）の決算期を前年に３月31日から12月31日に変更したことに伴い、収益性の高

い11月・12月度が当第２四半期連結累計期間の対象外となった影響などにより、売上高は79,171百

万円（前年同期比18.3％減）、営業損失は4,672百万円（前年同期営業損失2,132百万円）、経常損

失は4,234百万円（前年同期経常損失2,143百万円）、四半期純損失は3,981百万円（前年同期四半

期純損失2,405百万円）となりました。 

（単位:百万円）

  
②セグメント別の業績慨況 

コマース事業 

コマース事業における売上高は76,700百万円（前年同期比18.3％減）、セグメント損失は4,424

百万円（前年同期セグメント損失1,970百万円）となりました。 

主力となる株式会社ニッセンにおきましては、付加価値の高い商品開発、ワーキングママ・ファ

ミリーをコアターゲットとした顧客戦略の推進、セブン‐イレブン店舗等での有料ファッションカ

タログの展開、Ｌ～10Ｌまで揃うレディースアパレルブランド「ｓｍｉＬｅＬａｎｄ(スマイルラ

ンド)」のイトーヨーカドーとの協業による店舗出店、インターネットシフトによるカタログ配布

効率の改善など、下期以降の業績回復に向けた事業構造改革を確実に進めております。売上高につ

きましては、商品開発体制の見直し中につき、コスト効率を重視したプロモーション費用の投下、

新規カタログ配布部数の削減など、広告宣伝費及び販売促進費の圧縮を優先した結果、前年同期の

実績を下回りました。営業利益につきましては、広告宣伝費及び販売促進費を含むコスト構造改革

を推進してきた一方、売上減による利益影響に加え、前年秋冬商品の在庫処分を優先したことによ

る原価率の上昇などにより、前年同期の実績を下回りました。 

 

  平成26年12月期第２四半期 平成27年12月期第２四半期 

    前年同期比   前年同期比 

 売上高 96,915 5.5％減 79,171 18.3％減

 営業利益 △2,132 ― △4,672 ―

 経常利益 △2,143 ― △4,234 ―

 四半期純利益 △2,405 ― △3,981 ―
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シャディ関連連結３社におきましては、いつでも、どこでも、気軽にメールやＳＮＳで贈れるオ

ンラインギフトカードサービス 「ＲＵＢＡＮＮＥ（リュバンヌ）」、メッセージ動画を登録でき

るオリジナルギフトカード「ＭｙＳｅｌｅｃａ（マイセレカ）」、「いつも」がうれしい「おくり

もの」をコンセプトとしたＰＢ商品など、積極的に新商品の投入を進めてまいりました。業績面に

つきましては、決算期を前年に３月31日から12月31日に変更したことに伴い、収益性の高いお歳暮

商戦の最盛期である11月・12月度が当第２四半期連結累計期間の対象外となった影響などにより、

売上高及び営業利益は前年同期の実績を下回りました。 

なお、平成27年５月15日開催の当社取締役会におきまして、当社の連結子会社である株式会社ニ

ッセンと株式会社通販物流サービスを合併させることを決議し、連結子会社の両社は、平成27年６

月21日付で合併いたしました。当社の100％連結子会社２社の合併により、株式会社ニッセンが保

有する企画・調達・販売の機能・ノウハウと、株式会社通販物流サービスが保有する物流配送の機

能・ノウハウを一気通貫することで、意思決定の迅速化と間接部門業務の最適化を図り、企業競争

力を一層高めてまいります。 

  
ファイナンス事業 

ファイナンス事業の売上高は579百万円（前年同期比10.9％減）、セグメント利益は473百万円

（前年同期比579.6％増）となりました。 

株式会社ニッセンライフにつきましては、お客様ニーズに合わせて複数社の保険商品を比較提案

する対面販売力や電話コンサルテーション力の改善により収益性向上を図ってまいりましたが、保

険元売りの販促支援の減少などにより売上高及び営業利益は前年同期の実績を下回りました。 

持分法適用関連会社のニッセン・ジー・イー・クレジット株式会社につきましては、ポイントが

貯まる「マジカルクラブＴカードＪＣＢ」を活用した新規顧客獲得やカード利用促進に努めるとと

もに、コスト構造の継続改善、前年比での貸倒関連費用の減少などにより、持分法による投資利益

は前年同期の実績を上回りました。 

  
その他事業 

その他事業の売上高は1,907百万円（前年同期比23.3％減）、セグメント損失は6百万円（前年同

期セグメント利益116百万円）となりました。 

株式会社オリエンタルダイヤモンド及び株式会社トレセンテにつきましては、決算期を前年に９

月30日から12月31日に変更したことに伴い、収益性の高い年末商戦の12月度が当第２四半期連結累

計期間の対象外となった影響や、前年の消費税増税前の駆け込み需要の影響などにより、売上高及

びセグメント損益は前年同期の実績を下回りました。 

  
（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比16,378百万円減少し、90,410百万

円となりました。これは主に受取手形及び売掛金の減少やカタログ費等の圧縮に伴う前払費用の減

少によるものであります。  

負債は、前連結会計年度末比11,551百万円減少し、74,907百万円となりました。これは主に短期

借入金の増加に対し、支払手形及び買掛金の減少や長期借入金の減少によるものであります。 

純資産は、前連結会計年度末比4,826百万円減少し、15,502百万円となりました。これは主に利

益剰余金の減少によるものであります。 
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②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ、

2,344百万円減少し、2,169百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。

  
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の減少は、4,270百万円（前年同期は

1,049百万円の増加）となりました。主たる減少要因は、仕入債務の減少額9,422百万円、税金等調

整前四半期純損失4,065百万円などであります。一方、売上債権の減少額6,140百万円、たな卸資産

の減少額2,762百万円などが主な増加要因であります。 

  
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、969百万円（前年同期は946百

万円の減少）となりました。主たる減少要因は、固定資産の取得による支出1,728百万円などであ

ります。一方、投資有価証券の売却による収入931百万円などが主な増加要因であります。 

  
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の増加は、2,889百万円（前年同期は

1,012百万円の増加）となりました。主たる増加要因は、短期借入金の増加額5,700百万円でありま

す。一方、長期借入金の返済による支出1,920百万円などが主な減少要因であります。 

  
（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成27年２月９日発表の通期の連結業績予想に変更はございません。通期における業績予想につ

きましては、発表日現在における各種情報に基づき判断した見通しであり、当社及び当社グループ

を取り巻く経済情勢、市場動向、為替レート変動、事業構造改革などの様々な要因により本資料発

表日現在の見通しと異なる可能性を多く含みます。なお、実際の通期業績見通しが、業績予想との

比較において適時開示規則に該当する変動幅となることが明らかとなった場合には、適宜、プレス

リリース等により情報開示を行います。 

  

 

      （単位：百万円）

  平成26年12月期末 
平成27年12月期 

第２四半期末 
増減 

総資産 106,788 90,410 △16,378

負債 86,459 74,907 △11,551

純資産 20,329 15,502 △4,826
 

      （単位：百万円）

  
平成26年12月期 

第２四半期  

平成27年12月期 

第２四半期 
増減 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,049 △4,270 △5,319

投資活動によるキャッシュ・フロー △946 △969 △23

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,012 2,889 1,877

現金及び現金同等物の期末残高 6,540 2,169 △4,371
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(会計方針の変更) 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計

基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号

平成27年３月26日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退

職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給

付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似し

た年数を基礎に決定する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映し

た単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。 

当該会計基準等の適用が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 

  

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更) 

当社及び連結子会社は、建物を除く有形固定資産の減価償却方法について、従来、定率法によっ

ておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。 

この変更は、当社が株式会社セブン＆アイ・ホールディングスの連結子会社となったことを契機

とし、親会社との会計方針統一の観点から有形固定資産の減価償却方法を見直したものです。 

当該見直しの結果、各社における有形固定資産はその使用期間中に均等な使用になると見込まれ

ること、収益が安定的に発生していること、修繕費などの維持管理費用が平準的に発生しているこ

となどを総合的に勘案し、当社グループにおいて、定額法を採用したほうが収益と費用の対応関係

がより適切であり、当社グループの経営実態をより適切に反映させることができると判断し、第１

四半期連結会計期間において有形固定資産の減価償却方法を定率法から定額法へ変更しました。 

この変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税

金等調整前四半期純損失はそれぞれ122百万円減少しております。 

なお、セグメントに与える影響については、セグメント情報等に記載しております。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年12月20日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年６月20日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 4,513 2,169 

    受取手形及び売掛金 21,633 17,068 

    たな卸資産 22,485 19,719 

    前払費用 7,027 3,962 

    未収入金 8,991 7,190 

    その他 3,890 2,712 

    貸倒引当金 △587 △529 

    流動資産合計 67,955 52,292 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 12,825 12,512 

      その他（純額） 11,294 11,446 

      有形固定資産合計 24,120 23,959 

    無形固定資産     

      のれん 610 570 

      その他 7,079 7,184 

      無形固定資産合計 7,689 7,754 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 4,618 4,225 

      その他 3,100 2,700 

      貸倒引当金 △695 △522 

      投資その他の資産合計 7,023 6,404 

    固定資産合計 38,833 38,118 

  資産合計 106,788 90,410 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年12月20日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年６月20日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 35,091 24,228 

    短期借入金 15,900 24,568 

    未払金 9,929 7,059 

    未払法人税等 399 130 

    返品調整引当金 175 146 

    返品破損引当金 23 12 

    販売促進引当金 240 201 

    事業整理損失引当金 51 106 

    その他 7,925 7,464 

    流動負債合計 69,737 63,918 

  固定負債     

    長期借入金 8,048 3,160 

    リース債務 5,288 4,698 

    退職給付に係る負債 1,881 1,920 

    資産除去債務 306 298 

    その他 1,196 912 

    固定負債合計 16,721 10,989 

  負債合計 86,459 74,907 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 11,873 11,873 

    資本剰余金 11,895 11,895 

    利益剰余金 △4,400 △8,381 

    自己株式 △923 △923 

    株主資本合計 18,445 14,463 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 320 10 

    繰延ヘッジ損益 1,659 1,123 

    退職給付に係る調整累計額 △95 △95 

    その他の包括利益累計額合計 1,884 1,039 

  純資産合計 20,329 15,502 

負債純資産合計 106,788 90,410 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年12月21日 
 至 平成26年６月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年12月21日 
 至 平成27年６月20日) 

売上高 96,915 79,171 

売上原価 59,019 49,467 

売上総利益 37,896 29,703 

返品調整引当金繰入額 207 146 

返品調整引当金戻入額 196 175 

差引売上総利益 37,884 29,733 

販売費及び一般管理費 ※  40,017 ※  34,405 

営業損失（△） △2,132 △4,672 

営業外収益     

  受取利息 3 3 

  受取配当金 13 15 

  受取手数料 39 27 

  持分法による投資利益 13 468 

  雑収入 138 113 

  営業外収益合計 208 628 

営業外費用     

  支払利息 133 122 

  雑損失 85 67 

  営業外費用合計 218 190 

経常損失（△） △2,143 △4,234 

特別利益     

  固定資産売却益 9 - 

  投資有価証券売却益 - 364 

  新株予約権戻入益 0 - 

  特別利益合計 10 364 

特別損失     

  固定資産除売却損 31 48 

  事業整理損 - 55 

  関係会社事業損失 - 92 

  その他 0 - 

  特別損失合計 31 195 

税金等調整前四半期純損失（△） △2,163 △4,065 

法人税、住民税及び事業税 457 126 

法人税等調整額 △216 △210 

法人税等合計 241 △84 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △2,405 △3,981 

四半期純損失（△） △2,405 △3,981 
 

株式会社ニッセンホールディングス　（8248）　平成27年12月期　第２四半期決算短信

- 8 -



四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年12月21日 
 至 平成26年６月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年12月21日 
 至 平成27年６月20日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △2,405 △3,981 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 37 △309 

  繰延ヘッジ損益 △605 △535 

  退職給付に係る調整額 - 0 

  その他の包括利益合計 △568 △845 

四半期包括利益 △2,974 △4,826 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 △2,974 △4,826 

  少数株主に係る四半期包括利益 - - 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年12月21日 
 至 平成26年６月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年12月21日 
 至 平成27年６月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前四半期純損失（△） △2,163 △4,065 

  減価償却費 1,864 1,840 

  のれん償却額 48 49 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） 11 △230 

  返品調整引当金の増減額（△は減少） 11 △29 

  返品破損引当金の増減額（△は減少） △2 △11 

  販売促進引当金の増減額（△は減少） △5 △39 

  退職給付引当金の増減額（△は減少） 43 - 

  事業整理損失引当金の増減額（△は減少） △0 54 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 39 

  受取利息及び受取配当金 △16 △18 

  支払利息 133 122 

  固定資産除売却損益（△は益） 21 48 

  持分法による投資損益（△は益） △13 △468 

  投資有価証券売却損益（△は益） - △364 

  関係会社事業損失 - 92 

  売上債権の増減額（△は増加） △872 6,140 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △278 2,762 

  仕入債務の増減額（△は減少） 2,270 △9,422 

  その他 337 △309 

  小計 1,387 △3,810 

  利息及び配当金の受取額 4 7 

  利息の支払額 △136 △124 

  法人税等の還付額 110 56 

  法人税等の支払額 △317 △399 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 1,049 △4,270 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  固定資産の取得による支出 △1,139 △1,728 

  固定資産の売却による収入 136 78 

  投資有価証券の取得による支出 △0 △0 

  投資有価証券の売却による収入 0 931 

  貸付けによる支出 △20 △3 

  貸付金の回収による収入 82 2 

  子会社株式の取得による支出 - △249 

  その他 △5 0 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △946 △969 
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                      (単位：百万円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年12月21日 
 至 平成26年６月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年12月21日 
 至 平成27年６月20日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の増減額（△は減少） 2,500 5,700 

  長期借入金の返済による支出 △1,920 △1,920 

  リース債務の返済による支出 △805 △837 

  割賦債務の返済による支出 △60 △52 

  自己株式の取得による支出 △0 △0 

  株式の発行による収入 1,298 - 

  財務活動によるキャッシュ・フロー 1,012 2,889 

現金及び現金同等物に係る換算差額 8 6 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,123 △2,344 

現金及び現金同等物の期首残高 5,416 4,513 

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,540 2,169 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 該当事項はありません。 

  

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成25年12月21日  至  平成26年６月20日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△358百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用 

△358百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない持株会社運営に係る費用

であります。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常損失と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成26年12月21日  至  平成27年６月20日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△277百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用 

△277百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない持株会社運営に係る費用

であります。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常損失と調整を行っております。 

  

 

          (単位：百万円) 

  

報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)２ コマース事業 

ファイナンス
事業 

その他事業 計 

売上高             

  外部顧客への売上高 93,781 650 2,483 96,915 － 96,915 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

49 － 4 54 △54 － 

計 93,831 650 2,487 96,969 △54 96,915 

セグメント利益又は損失(△) △1,970 69 116 △1,784 △358 △2,143 
 

          (単位：百万円) 

  

報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)２ コマース事業 

ファイナンス
事業 

その他事業 計 

売上高             

  外部顧客への売上高 76,687 579 1,904 79,171 － 79,171 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

13 － 3 16 △16 － 

計 76,700 579 1,907 79,187 △16 79,171 

セグメント利益又は損失(△) △4,424 473 △6 △3,956 △277 △4,234 
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２．報告セグメントの変更等に関する事項 

（減価償却方法の変更） 

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、従来、当社及び連結子会社

は、建物以外の有形固定資産の減価償却方法について定率法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間

より、全ての有形固定資産について、定額法に変更しております。 

 当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「コマース事業」のセグメント損失が97

百万円、「その他事業」のセグメント損失が9百万円減少し、「ファイナンス事業」のセグメント利益が0百万円

増加しております。また、「調整額」に含まれる各報告セグメントに配分していない全社費用が14百万円減少し

ております。 

  
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

該当事項はありません。 

  

（のれんの金額の重要な変動） 

重要性が乏しいため記載を省略しております。 

  

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。 

  

（その他の注記事項） 

（四半期連結損益計算書関係） 

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。  

  

 

  
前第２四半期連結累計期間 
(自  平成25年12月21日 
至  平成26年６月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自  平成26年12月21日 
至  平成27年６月20日) 

広告宣伝費 10,211百万円 8,011百万円 

運賃及び荷造費 7,413百万円 6,184百万円 

給料 6,316百万円 5,834百万円 

販売促進費 4,006百万円 3,339百万円 

支払手数料 3,386百万円 2,417百万円 

販売促進引当金繰入額 240百万円 188百万円 

退職給付費用 154百万円 152百万円 

貸倒引当金繰入額 169百万円 40百万円 
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